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丸亀市男女共同参画に関する市民アンケート 

 

 日ごろから市政に対し、ご理解とご協力を賜り、誠にありがとうございます。 

 本市では、男女がお互いに人権を尊重し、ともに生き生きと暮らせる「男女共同参画社会」

の実現に向けて、みなさまとともに様々な取り組みを進めています。 

 この調査は、次期男女共同参画プランの策定や今後の施策の実施にあたって、市民のみな

さまのお考えをお聞きするため、市内に在住する 18 歳以上の男女 3,250 人を無作為に選ばせ

ていただき、実施するものです。 

 大変お手数ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお

願い申しあげます。 

 

令和２（2020）年８月    丸亀市長  梶 正治 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査票記入にあたってのお願い 

 

 このアンケートは無記名ですので、名前を記入する必要はありません。また、調

査結果は統計的に処理しますので、ご迷惑をおかけすることは決してございません。

ありのままをご記入くださいますようお願いします。回答時間の目安は 10 分程度 

●アンケートにはあて名のご本人がお答えください。病気などにより答えられない

場合は、お答えいただかなくても構いません。 

●ボールペンまたは鉛筆などで、はっきりと書いてください。 

●回答していただく方や、○をつける数を指定している場合があります。質問をよ

く読んでお答えください。「その他」にあてはまる場合は、（  ）内にできるだ

け具体的に記入してください。 

  記入していただいた調査票は、お手数ですが、同封の返信用封

筒に入れて、９月４日（金）までに郵便ポストに投函してくださ

い。（切手を貼る必要はありません） 

 

 《問い合わせ先》丸亀市 総務部人権課 男女共同参画室 

                電話：０８７７－２４－８８２３ 

                ファクス：０８７７－２４－８８７４ 

                メール：danjo@city.marugame.lg.jp 
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あなた自身のことなどについて 

Ｆ１．あなたの性別は。（○は１つ） 

  １．男性     ２．女性   ３．その他（１．２いずれかを選択できない場合） 

 

Ｆ２．あなたの年齢は。（記入日の時点で。○は１つ） 

  １．18～24 歳    ２．25～29 歳    ３．30～34 歳    ４．35～39 歳   

５．40～44 歳    ６．45～49 歳    ７．50～54 歳    ８．55～59 歳 

  ９．60～64 歳    10．65～69 歳    11．70 歳以上 

 

Ｆ３．あなたは、結婚（事実婚等も含みます）していますか。（○は１つ） 

  １．結婚している              ２．結婚していない 

  ３．結婚していたが、離別・死別した 

 

Ｆ４．あなたとあなたの配偶者（事実婚等のパートナーも含みます）の現在の職業は、次の

うちどれですか。配偶者がいない方は、ご自身の欄だけご記入ください。（○はそれぞれ

１つずつ） 

ご自身の職業（○は１つ） 配偶者の職業（○は１つ） 

１． 会社・団体などの役員 

 ２．正規の社員・職員 

 ３．派遣・契約社員 

 ４．パート・アルバイトなど非正規社員 

 ５．自営業・家族従業 

 ６．家事専業 

 ７．学生 

 ８．無職 

 ９．その他（           ） 

１． 会社・団体などの役員 

 ２．正規の社員・職員 

 ３．派遣・契約社員 

 ４．パート・アルバイトなど非正規社員 

 ５．自営業・家族従業 

 ６．家事専業 

 ７．学生 

 ８．無職 

 ９．その他（           ） 

 

Ｆ５．現在、あなたが同居しているご家族の構成は、次のうちのどれですか。（○は１つ） 

  １．単身世帯（一人暮らし） →問１へ   ２．夫婦のみ（１世代世帯） →Ｆ７へ 

  ３．親と子（２世代世帯）         ４．親と子と祖父母（３世代世帯） 

  ５．１～４のいずれにもあてはまらない世帯 
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Ｆ６．現在、あなたが同居しているご家族に、次にあてはまる方はいますか。（○はあてはま

るものすべて） 

  １．小学生未満      ２．小学生     

３．中学生        ４．中学校卒業以上で未成年 

５．未成年者はいない          

 

Ｆ７．現在、あなたが同居しているご家族に、日常的に介護を必要とする方はいますか。（○

は１つ） 

  １．いる         ２．いない 

 

 

男女平等について 

問１．あなたは、次の分野で、男女は平等になっていると思いますか。（ア）から（ク）まで

の項目についてお答えください。（○は各項目１つずつ） 
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（ア）家庭生活で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（イ）職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ウ）学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（エ）政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（オ）法律や制度のうえで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（カ）社会通念・慣習・しきたりなどで １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（キ）自治会などの地域活動の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

（ク）社会全体で １ ２ ３ ４ ５ ６ 
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職業、職場環境について 

問２．一般的に女性が職業を持つことについて、あなたはどうお考えですか。（○は１つ） 

  １．女性は職業を持たない方がよい 

  ２．結婚するまでは職業を持つ方がよい 

  ３．子どもができるまでは、職業を持つ方がよい 

  ４．子どもができても、ずっと職業を続ける方がよい 

  ５．子どもができたら職業をやめ、子どもが大きくなったら再び職業を持つ方がよい 

  ６．その他（                                ） 

  ７．わからない 

 

問３．《就職している方、就職していた方にうかがいます》 →そのほかの方は問９へ 

育児休業の取得についてお聞かせください。（○は１つ） 

  １．取得したことがある           

２．取得するつもりである 

  ３．希望するが、取得できない（できなかった） 

  ４．取得するつもりはない（なかった） 

  ５．取得せずに退職する（した） 

  ６．わからない 

 

問４．《問３で「３．４．５」と答えた方にうかがいます》 →そのほかの方は問５へ 

   それはなぜですか。（○は１つ） 

  １．勤務先に育児休業制度がない（なかった） 

  ２．子どもを持つ予定がない（なかった） 

  ３．職場が取得しにくい雰囲気である（あった） 

  ４．自分が取得しなくてもよい（よかった） 

  ５．その他（                               ） 

 

問５．《就職している方、就職していた方にうかがいます》 →そのほかの方は問９へ 

介護休業の取得についてお聞かせください。（○は１つ） 

  １．取得したことがある           

２．取得するつもりである 

  ３．希望するが、取得できない（できなかった） 

  ４．取得するつもりはない（なかった） 

  ５．取得せずに退職する（した） 

  ６．わからない 
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問６．《問５で「３．４．５」と答えた方にうかがいます》 →そのほかの方は問７へ 

   それはなぜですか。（○は１つ） 

  １．勤務先に介護休業制度がない（なかった） 

  ２．介護を必要とする人がいない（いなかった） 

  ３．職場が取得しにくい雰囲気である（あった） 

  ４．自分が取得しなくてもよい（よかった） 

  ５．その他（                               ） 

 

問７．《就職している方、就職していた方にうかがいます》 →そのほかの方は問９へ 

あなたの今の職場、あるいは元の職場では、次の（ア）から（コ）までの項目につい

て、性別によって差がある（あった）と思いますか。（○は各項目１つずつ）  
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（ア）募集、採用 １ ２ ３ ４ 

（イ）賃金 １ ２ ３ ４ 

（ウ）業務（内容、責任） １ ２ ３ ４ 

（エ）昇進、昇格 １ ２ ３ ４ 

（オ）管理職への登用 １ ２ ３ ４ 

（カ）能力評価 １ ２ ３ ４ 

（キ）研修（機会、内容） １ ２ ３ ４ 

（ク）働き続けやすさ １ ２ ３ ４ 

（ケ）休暇の取得しやすさ（育児・介護休業など） １ ２ ３ ４ 

（コ）労働環境整備 

（在宅勤務、テレワークなどの勤務形態も含む） 
１ ２ ３ ４ 
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問８．《就職している方にうかがいます》 →そのほかの方は問９へ 

今回の新型コロナウイルス感染症対策における自粛活動等の影響で、あなたの職場の

働き方改革は進んだと感じますか。また、どのような取り組みをされていますか（され

ましたか）。（２以降はあてはまるものすべてに〇を） 

１．変化なし。何の取り組みもしていない  → 問９へ 

  ２．勤務時間短縮、時差出勤       ３．フレックスタイム制度（※１）を導入  

  ４．時間外労働軽減・免除        ５．在宅勤務、テレワーク 

  ６．サテライトオフィス（※２）の活用  ７．その他（            ） 

※１ フレックスタイム制度とは、労働時間だけを決めて、始業時刻と終業時刻を自分の意

思で自由に選択できる制度をいいます。 

※２ サテライトオフィスとは、通勤による混雑を避け、会社（本拠）で行う業務と同等

の仕事をできるように情報・通信設備を備え、かつ勤務者の自宅により近い、または混

雑が少ない経路で通勤できる場所に立地したオフィスのことをいいます。 

 

 

問９．《全員にうかがいます》 

男女がともに働きやすい社会の環境をつくるためには、どのようなことが必要だと思

いますか。（○は特に必要だと思うものを３つまで） 

  １．男女で家事や育児、介護などを分担する 

  ２．育児休業や介護休業をだれもが利用しやすくする 

  ３．保育サービスや介護サービスなどを充実させ、だれもが利用できるようにする 

  ４．労働時間を短縮する 

  ５．労働環境整備（在宅勤務、テレワーク、サテライトオフィスなど） 

６．男女の雇用機会を均等にする 

  ７．職場で男女の昇進や賃金などの格差をなくす 

  ８．パートタイム労働者や派遣労働者の労働条件を向上させる 

  ９．職場におけるハラスメント（嫌がらせ）の防止に努める 

  10．その他（                               ） 

  11．わからない 

 12．既に男女がともに働きやすい社会になっている 
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家庭生活、地域活動と、仕事とのかかわりについて 

問 10．「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきである」という考え方について、どう思います

か。（○は１つ） 

  １．賛成である            ２．どちらかといえば賛成である 

  ３．どちらかといえば反対である    ４．反対である 

  ５．わからない 

 

問 11．あなたの家庭では、（ア）から（カ）までの家事などはどなたがされていますか（今

回の新型コロナウイルス感染症対策における自粛活動等の影響前後でお伺いします）。ま

た、あなたの理想ではどのようにしたいと思いますか。（１）（２）は結婚（事実婚等も

含みます）している方で該当する項目のみ、（３）はすべての方がお答えください。（○

は各項目１つずつ） 

 （１）コロナ影響前 

１～２月頃 

（結婚している方） 

（２）コロナ影響後 

４～５月頃 

（結婚している方） 

（３）理想 

（すべての方） 
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し
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夫 
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主
に
妻 

家
族
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力
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（ア）掃除 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

（イ）洗濯 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

（ウ）食事のしたく １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

（エ）食事の後かたづけ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

（オ）子どもの世話・教育 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

（カ）家族の介護 １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ １ ２ ３ ４ 

 

問 12．《問 11 の（１）（２）に回答した方にうかがいます》 →そのほかの方は問 13 へ 

新型コロナウイルス感染症対策における自粛活動等の影響前後において、あなたの生

活はどう変化したと感じますか。（〇は１つ） 

１．良くなった（理想に近づいた） 

２．一旦良くなったが、緊急事態宣言解除（5月 25 日）後、元に戻った 

３．変化なし   ４．一旦悪くなったが、緊急事態宣言解除後、元に戻った 

５．悪くなった（負担感が増えた） 
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問 13．地域活動や社会活動について、あなたが参加しているものは何ですか。（○はあては

まるものすべて） 

１．自治会           ２．子ども会やＰＴＡ    

３．老人会           ４．福祉の活動 

５．環境保全の活動       ６．教育の活動 

  ７．防災・防犯活動       ８．文化・スポーツ活動 

  ９．その他（                    ）   

10．特に参加していない 

 

問 14．《問 13 で「10．特に参加していない」と答えた方にうかがいます》 

                             →そのほかの方は問 15 へ 

その主な理由は何ですか。（○は１つ） 

  １．忙しくて時間がない          ２．他の家族がしている 

  ３．活動したいが家族の理解がない     ４．人間関係がわずらわしい 

  ５．役員や世話人になりたくない      ６．必要性を感じない 

  ７．参加するきっかけがない      

８．その他（                                ） 

 

問 15．《全員にうかがいます》 

防災（災害復興も含みます）活動に関して、男女共同参画を推進していくためにはど

のようなことが必要だと思いますか。（○は特に必要だと思うものを３つまで） 

  １．防災計画などの策定にあたり、男女両方の視点が入ること 

２．防災訓練などへの女性の積極的な参画 

  ３．女性の消防職員や消防団員の育成 

  ４．自主防災組織における女性の積極的な参画や活動 

  ５．女性に配慮した避難所設備の確保 

  ６．女性に配慮した防災マニュアルの整備 

  ７．パパママ教室、子育て広場、PTA 活動等、女性が多く集まる会合での研修・訓練 

  ８．その他（                                ） 

  ９．特に必要なことはない 

  10．わからない 
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ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）について 

問 16．あなたは、ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）（※）を経験したり、身近で見聞き

したりしたことがありますか。（○はあてはまるものすべて） 

  １．ＤＶを受けたことがある 

  ２．ＤＶをふるったことがある 

  ３．身近にＤＶを受けた当事者がいる 

  ４．身近な人から相談を受けたことがある 

  ５．ＤＶがテレビや新聞などで問題になっていることは知っている 

  ６．ＤＶについて見聞きしたことはない 

  ７．その他（                               ） 

 ※ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）とは、配偶者や恋人などの親密な関係にあるパー

トナーから受ける暴力のことをいいます。殴る、蹴るなどの身体的暴力のみならず、精

神的暴力、性的暴力、経済的暴力や社会的暴力など、広く意味します。 

 

問 17．《問 16 で１～４に〇をされた方にうかがいます》 →そのほかの方は問 18へ  

それはいつですか。（○は１つ） 

 １．新型コロナウイルス感染症対策における自粛活動等の影響前 

 ２．新型コロナウイルス感染症対策における自粛活動等の影響後 

 ３．わからない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここまでありがとう

ございます。もう少しお

付き合いください。 
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問 18．《問 16 で「１．ＤＶを受けたことがある」と答えた方にうかがいます》 

                             →そのほかの方は問 20 へ 

あなたは、そのことをだれかに打ち明けたり、相談したりしたことがありますか。（○

はあてはまるものすべて） 

  １．どこ（だれ）にも相談しなかった 

  ２．友人・知人に相談した 

３．家族に相談した 

４．市・県の相談員や機関に相談した 

  ５．警察に連絡・相談した 

  ６．医師・カウンセラーに相談した 

  ７．人権擁護委員または人権相談窓口に相談した 

  ８．民間の機関（弁護士など）に相談した 

  ９．その他（                                ） 

 

問 19．《問 18 で「１．どこ（だれ）にも相談しなかった」と答えた方にうかがいます》 

                           →そのほかの方は問 20へ 

相談しなかったのはなぜですか。（○はあてはまるものすべて） 

１．自分さえ我慢すれば、何とかこのままやっていけると思ったから 

２．相談しても無駄だと思ったから 

３．自分にも悪いところがあると思ったから 

４．相談するほどのことではないと思ったから 

５．他人を巻き込みたくなかったから 

６．恥ずかしくてだれにも言えなかったから 

７．世間体が悪いから 

８．そのことについて思い出したくなかったから 

９．相談したことが分かると、仕返しをされたり、もっとひどい暴力を受けたりすると

思ったから 

10．どこ（だれ）に相談したらいいのか分からなかったから 

11．相談すると、担当者の言動で自分が不快な思いをすると思ったから 

12．その他（                                ） 
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問 20．《全員にうかがいます》 

ドメスティック･バイオレンス（ＤＶ）の被害に遭ったときなどに利用できる相談窓

口のうち、あなたが知っているものを教えてください。（○はあてはまるものすべて） 

１．丸亀市女性相談（丸亀市子育て支援課内） 

２．香川県子ども女性相談センター 

３．警察 

４．人権擁護委員、女性の人権ホットライン（法務局） 

５．弁護士 

６．民生委員 

７．その他（                               ） 

８．まったく知らない 

 

男女共同参画社会づくりについて 

問 21．あなたは男女共同参画に関する（ア）から（シ）までの項目についてどの程度知って

いますか。（○は各項目１つずつ） 

 よ
く
知
っ
て
い

る 少
し
は
中
身
を

知
っ
て
い
る 

言
葉
だ
け
聞
い

た
こ
と
が
あ
る 

ま
っ
た
く
知
ら

な
い 

（ア）男女共同参画社会 １ ２ ３ ４ 

（イ）男女共同参画社会基本法 １ ２ ３ ４ 

（ウ）女子に対するあらゆる形態の差別の撤廃に関

する条約（女子差別撤廃条約） 
１ ２ ３ ４ 

（エ）配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に

関する法律（ＤＶ防止法） 
１ ２ ３ ４ 

（オ）男女雇用機会均等法 １ ２ ３ ４ 

（カ）政治分野における男女共同参画の推進に関する法律 １ ２ ３ ４ 

（キ）育児・介護休業法 １ ２ ３ ４ 

（ク）丸亀市男女共同参画推進条例 １ ２ ３ ４ 

（ケ）男女共同参画都市宣言 １ ２ ３ ４ 

（コ）ポジティブ･アクション（積極的改善措置） １ ２ ３ ４ 

（サ）ジェンダー（社会的性別） １ ２ ３ ４ 

（シ）ワーク･ライフ･バランス（仕事と生活の調和） １ ２ ３ ４ 
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問 22．男女共同参画社会を実現していくために、今後、丸亀市はどのようなことに力を入れ

ていくべきだと思いますか。（○は特に必要だと思うものを３つまで） 

  １．市の審議会委員や管理職など、政策決定の場に女性を積極的に登用する 

２．民間企業や団体などの管理職に女性の登用が進むよう支援する 

  ３．保育サービスや介護サービスを充実させる 

４．子育てや介護でいったん仕事を辞めた人の再就職を支援する 

５．労働時間の短縮や在宅勤務の普及など男女ともに働き方の見直しを進める 

６．男性の家事、育児、介護への参画を促進する 

７．ひとり親家庭の就業や生活自立に向けた支援を充実させる 

８．女性や男性の生き方や悩みに関する相談の場を提供する 

９．防災（災害復興も含みます）活動に関し、男女共同参画の視点を充実させる 

  10．男女の平等と相互の理解や協力について学習機会を充実させる 

  11．男女の平等と相互の理解や協力について広報・ＰＲする 

  12．その他（                               ） 

 13．特にない 

 14．わからない 

 

 

問 23．男女共同参画社会づくりについてご意見などがありましたらご記入ください。 

                                           

                                          

                                          

                                          

                                           

                                          

                                          

                                           

                                          

 

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。お手数ですが、この調査票を返信用封

筒に入れ、９月４日（金）までに郵便ポストに投函してください。 


